
   平成 19 年度上半期財政状況について 

１ 全会計 

 全会計の予算現額は 178 億 3,103 万円で、昨年同期（176 億 6,512 万円）と比較す

ると予算規模は１億 6,591 万円の増額となりました。これは、介護・医療関係費に係

る特別会計予算が増嵩となったものです。 

 収入済額は 74 億 7,566 万円で、昨年同期（74 億 7,634 万円）と比較して 68 万円の

減収、収入割合でも 41.9％（昨年同期 42.3％）と 0.4 ポイント減少しています。支出

済額は 68 億 6,895 万円で、昨年同期（69 億 3,296 万円）と比較して 6,401 万円の減

額、支出割合でも 38.5％（昨年同期 39.2％）と 0.7 ポイント減少しました。収入支出

ともに減少傾向にあり、財政状況は一般会計をはじめとして、依然として厳しい状況

が続いています。 

 

２ 収入の状況 

 一般会計では、予算現額が 80 億 5,732 万円で、昨年同期（82 億 5,751 万円）と比

較すると２億 19 万円の減額となり、収入済額は１億 1,622 万円の減、収入割合でも

0.2 ポイントの減少となっています。予算現額が減少している大きな要因として、『三

位一体の改革』の税源移譲に伴う所得譲与税の廃止による地方譲与税（１億 8,000 万

円減）の減のほか、町債（１億 7,910 万円減）、地方特例交付金（5,695 万円減）、繰

越金（5,654 万円減）、寄附金（5,164 万円減）等があります。一方で増収となったも

のには、『三位一体の改革』に伴う税源移譲による町税（１億 6,353 万円増）の増のほ

か、地方交付税（１億 486 万円増）、国庫支出金（6,585 万円増）、県支出金（6,486

万円増）、財産収入（2,025 万円増）、地方消費税交付金（1,500 万円増）等があります。 

 特別会計では、予算現額からみると、国民健康保険事業特別会計（４億 4,828 万円

増）、老人保健医療特別会計（6,651 万円増）、介護保険事業特別会計（6,605 万円増）

は増額しました。減収となったものは、湯河原町吉浜財産区の解散に伴う吉浜財産区

特別会計の廃止と下水道事業特別会計（１億 9,650 万円減）等です。 

また、収入済額の主な増減は、国民健康保険事業特別会計（４億 59 万円増）、介護

保険事業特別会計（3,719 万円増）が増額となり、下水道事業特別会計（３億 495 万

円減）、老人保健医療特別会計（890 万円減）等が減額となりました。 

 



３ 支出の状況 

 一般会計においては、昨年同期と比較して支出済額は２億 3,729 万円の減、比率で

も 2.0 ポイント減少しました。この主な要因は、普通建設事業費の減少による土木費

（２億 5,648 万円減）で、その他に民生費（1,722 万円減）、衛生費（1,457 万円減）、

観光商工費（1,407 万円減）、教育費（1,648 万円減）が減少しています。主な要因は、

人件費、障害者自立支援給付等事業、衛生組合負担金等の減によるものです。 

 特別会計では、国民健康保険事業特別会計（１億 9,840 万円増）、介護保険事業特別

会計（6,477 万円増）は増額となり、下水道事業特別会計（6,773 万円減）、老人保健

医療特別会計（2,239 万円減）は減額となりました。 

 

 なお、この財政状況は、11 月１日に告示し、「広報ゆがわら」12 月号に平易な内容

にして掲載します。 


























